


今月の表紙

消防団表彰
教育振興基本計画（素案）
二十歳を祝う会

4
5

14～15

１月12日に行われた、二十歳を祝う会の様子
（関連…14～15ページ）

主な内容

◦男　性／2,500人
◦女　性／2,838人
◦合　計／5,338人
◦世　帯／2,965世帯

人口情報（令和７年１月末時点）

当　番　医

９日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
11日㈫　安芸太田病院（救急サブセンター）
16日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
23日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
24日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）

２日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
９日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
16日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
20日㈭　安芸太田病院（救急サブセンター）
23日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
30日㈰　落合整形外科内科（整形外科）

２月

３月
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予
算
編
成
の
重
点
方
針
２
０
２
５
で

示
し
た
通
り
、
来
年
度
は
「
安
芸
太
田

病
院
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

病
床
数
95
床
、
診
療
科
目
12
科
、
年

間
入
院
患
者
約
３
万
人
、
年
間
外
来
患

者
約
５
万
人
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
本
町
で
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
は
必
須
の
事
業
で
す
が
、
そ
の
経
営

環
境
は
日
に
日
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

外
来
棟
新
築
時
（
２
０
１
５
年
～
）

に
は
人
口
減
少
を
見
越
し
た
病
院
機
能

の
整
理
縮
小
の
議
論
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
最
終
的
に
は
地
域
医
療
、
県
西

部
地
域
の
中
核
拠
点
病
院
に
ふ
さ
わ
し

い
規
模
と
し
て
、
現
在
の
形
に
落
ち
着

い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
頃
か
ら
人
口
が
２
／
３

近
く
ま
で
減
っ
て
い
る
中
で
、
令
和
５

年
度
は
初
め
て
赤
字
決
算
に
終
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
へ
き
地
拠
点
病
院
へ
の

国
か
ら
の
補
助
金
と
町
か
ら
の
繰
出
し

を
合
わ
せ
た
約
３
億
６
千
万
円
を
含
ん

で
の
結
果
で
す
。

　

具
体
的
に
本
町
の
医
療
需
要
を
試
算

し
た
と
こ
ろ
、
２
０
２
０
年
を
基
準
に

す
る
と
、
今
か
ら
５
年
後
の
２
０
３
０

年
は
そ
の
８
割
、
15
年
後
の
２
０
４
０

年
に
は
６
割
程
度
ま
で
減
少
す
る
と
い

う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

　

実
は
コ
ロ
ナ
禍
の
際
に
は
患
者
数
も

相
当
減
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
分
、

国
か
ら
特
別
な
補
填
が
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
経
営
的
に
は
か
な
り
助

か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
補
助
事
業
も
止
ま
っ
た
こ
れ
か

ら
は
、
い
よ
い
よ
患
者
さ
ん
が
減
っ
て

い
く
、
す
な
わ
ち
収
入
が
減
っ
て
い
く

こ
と
を
直
視
し
、
本
町
に
必
須
の
病
院

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
真
に

必
要
な
医
療
機
能
は
何
か
、
何
を
維
持

し
て
、
何
を
削
っ
て
い
く
の
か
、
そ
う

し
た
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
タ

イ
ミ
ン
グ
に
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
事
態
を
見
越

し
た
改
革
は
す
で
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

安
定
収
入
の
確
保
に
向
け
た
介
護
医
療

院
の
新
設
や
患
者
数
の
減
少
も
踏
ま
え

た
認
知
症
病
棟
の
閉
鎖
な
ど
は
そ
の
一

環
で
す
。

　

た
だ
し
、
病
院
を
取
り
巻
く
問
題
は

経
営
環
境
の
み
な
ら
ず
、
医
師
や
看
護

師
の
人
手
不
足
な
ど
、
お
金
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
も
あ
り
ま
す
し
、

遠
隔
診
療
の
充
実
な
ど
に
よ
る
在
宅
医

療
へ
の
転
換
や
、
治
療
か
ら
未
病
へ
の

対
応
な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に
併
せ
た
、

医
療
の
質
の
変
化
も
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
で
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
な
く
し
て
進

め
ら
れ
な
い
改
革
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
検
討
に
当
た
っ
て
は
む
し
ろ
、

中
山
間
地
域
で
本
当
に
求
め
ら
れ
る
持

続
可
能
な
医
療
を
「
こ
の
安
芸
太
田
町

で
実
現
し
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
姿

勢
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
本
町
の
医
療
を
支
え
る

安
芸
太
田
病
院
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
関

心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安芸太田病院事業

vol.49

橋本　博明
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団　
　

員　

長
尾　

航
治

　
　

〃　
　

山
本　

宏
二

　
　

〃　
　

河
本　

和
雄

◎
勤
続
章
20
年

　

副
分
団
長　

佐
々
木
隆
詞

　

部　
　

長　

鵜
野　
　

勝

　

班　
　

長　

佐
々
木　

直

　
　

〃　
　

梶
山　

浩
一

　
　

〃　
　

檜
谷　
　

整

　

団　
　

員　

田
邊　

浩
二

　
　

〃　
　

小
田　

和
文

　
　

〃　
　

吉
川　
　

徹

　
　

〃　
　

中
前　

正
仁

　
　

〃　
　

丸
山　

力
也

　
　

〃　
　

佐
々
木　

剛

◎
勤
続
章
15
年

　

分
団
長　

寺
岡　

龍
雄

　

部　
　

長　

佐
藤　

直
哉

　

班　
　

長　

佐
々
木
陽
平

　
　

〃　
　

大
倉　

一
晃

　
　

〃　
　

佐
々
木　

司

　

団　
　

員　

上
木　

泰
昭

　
　

〃　
　

波
佐
本
栄
二

【
広
島
県
消
防
協
会
山
県
支

部
長
表
彰
】

◎
功
績
章

　

分
団
長　

庄
野　
　

守

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

◎
永
年
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　

山
下　

和
男

　

団　
　

員　

竹
舛　

千
治

　
　

〃　
　

佐
々
木
秀
孝

【
広
島
県
知
事
表
彰
】

◎
優
良
団
員

　

班　
　

長　

横
畠　

裕
希

　

団　
　

員　

佐
々
木
伸
仁

　
　

〃　
　

川
本　
　

隆

　
　

〃　
　

佐
々
木
昭
典

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

◎
勤
続
章

　

分
団
長　

梶
原　

信
吾

　
　

〃　
　

新
田　

逸
男

　

部　
　

長　

住
吉　

定
信

　

班　
　

長　

斉
藤　

文
彦

　

班　
　

長　

栗
栖　

俊
生

　

団　
　

員　

佐
々
木　

真

【
広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

◎
感
謝
状

　

分
団
長　

山
下　

和
男

　

副
分
団
長　

沖
野　

貴
宣

　

団　
　

員　

児
玉　
　

斉

　
　

〃　
　

道
菅　

敏
哉

　
　

〃　
　

佐
々
木　

剛

◎
功
績
章

　

副
分
団
長　

大
倉　
　

順

　
　

〃　
　

沖
野　

貴
宣

◎
勤
続
章
25
年

　

分
団
長　

大
下　

正
生

　

副
分
団
長　

那
須　

栄
二

　

部　
　

長　

佐
藤　

和
雄

　

班　
　

長　

矢
立　

弘
治

　
　

〃　
　

二
反　

一
吉

　

副
分
団
長　

大
倉　
　

順

◎
表
彰
章

　

班　
　

長　

淺
田　

敬
文

　
　

〃　
　

西
中
健
太
郎

　

団　
　

員　

吉
川　
　

徹

《
新
入
団
員
》

　

本　
　

部　

川
原　

正
行

　
　

〃　
　

上
川　

凌
央

　

第
１
分
団　

栗
栖　
　

蓮

　

第
２
分
団　

長
沼　

拓
磨

　

第
４
分
団　

上
畑　

英
祥

　

第
５
分
団　

竹
林　

智
也

　

第
６
分
団　

村
上　

直
行

　

第
７
分
団　

清
水　

元
基

　

第
９
分
団　

長
戸　

結
沙

　

第
10
分
団　

斎
藤　

春
成

　

第
11
分
団　

有
馬　

尚
希

　

１
月
12
日
、
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
７
年

安
芸
太
田
町
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表
彰
受
彰
者
（
敬
称
略
）

　
　
災
害
は
土
砂
や
洪

　
　
水
、
地
震
だ
け
で

　
　
は
あ
り
ま
せ
ん
　

　

こ
れ
ま
で
災
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
本
町
で
考
え
ら
れ
る

災
害
は
梅
雨
や
台
風
接
近
に
伴
う
大
雨
や

土
砂
災
害
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
元
日
の
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、

昨
年
８
月
と
今
年
１
月
発
生
し
た
日
向
灘

沖
地
震
な
ど
、
地
震
も
災
害
で
す
。

　

土
砂
や
浸
水
、
地
震
は
思
い
浮
か
び
や

す
い
災
害
で
す
が
、
大
雪
に
よ
る
倒
木
で

の
通
行
止
め
や
水
道
管
の
凍
結
に
よ
る
断

水
も
「
雪
害
」
と
い
う
災
害
と
も
言
え
ま

す
。
気
温
の
低
下
に
よ
る
水
道
管
の
凍
結

は
少
し
水
を
流
す
な
ど
、
事
前
の
対
策
で

一
定
程
度
予
防
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
備
え
て
、
あ
る
程

度
保
存
が
可
能
な
食
品
が
自
宅
に
ど
れ
く

ら
い
保
管
し
て
あ
る
か
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

ど
ん
な
も
の
が
長
期
間
保
存
で
き
て
普

段
で
も
使
え
る
食
品
か
を
確
認
さ
れ
た
い

と
き
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課
危
機
管
理
室

☎
２
８－

２
１
１
１

消
防
団
表
彰

令
和
７
年
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「
教
育
振
興
基
本
計
画
」

「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
策
定
に
向
け
て

策
定
に
向
け
て

　

新
・
教
育
大
綱
の
策
定
を
受
け
て
、
教

育
委
員
会
で
は
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

児
童
・
生
徒
・
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
こ

ど
も
の
意
見
表
明
の
機
会
を
設
け
な
が
ら
、

本
町
と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
「
教
育
振

興
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

安
芸
太
田
町
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、

本
町
教
育
の
羅
針
盤
と
な
る
と
と
も
に
、

取
組
の
指
針
を
住
民
と
共
有
す
る
た
め
の

大
切
な
手
段
で
す
。
教
育
委
員
会
の
施
策

が
見
え
に
く
い
と
い
う
町
民
の
意
見
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

安
芸
太
田
町
振
興
基
本
計
画
は
、
総
括

的
な
基
本
方
針
・
コ
ン
セ
プ
ト
、
５
つ
の

基
本
的
な
方
針
、
今
後
５
年
間
の
教
育
政

策
の
目
標
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
は
５
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

安
芸
太
田
町
教
育
振
興
基
本
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
素
案
）

①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
持
続
的
な
発

　

展
に
向
け
て
学
び
続
け
る
人
材
の
育
成 

②
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
ず
、
全
て
の
人
の

　

可
能
性
を
引
き
出
す
共
生
社
会
の
実
現

　

に
向
け
た
教
育
の
推
進

③
地
域
や
家
庭
で
共
に
学
び
支
え
合
う
社

　

会
の
実
現
に
向
け
た
教
育
の
推
進

④
教
育
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

　

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進

⑤
計
画
の
実
効
性
確
保
の
た
め
の
基
盤
整

　

備
・
対
話

①
就
学
前
保
育
・
教
育
の
充
実

②
確
か
な
学
力
の
育
成

③
豊
か
な
心
の
育
成

④
健
や
か
な
体
の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

　

じ
た
豊
か
な
心
身
の
育
成

⑤
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
人
材
育
成

⑥
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
育
成

⑦
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画
す
る
態

　

度
の
育
成
・
規
範
意
識
の
醸
成

⑧
多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
社
会

　

的
包
摂

⑨
生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
整
備

⑩
学
校
・
園
・
所
、
家
庭
、
地
域
の
連
携

　

・
協
働
の
推
進
に
よ
る
地
域
の
教
育
力

　

の
向
上

⑪
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
を
支
え
る

　

社
会
教
育
の
推
進

⑫
教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
・
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

　

育
成

⑬
指
導
体
制
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、
教

　

育
研
究
基
盤
の
強
化

⑭
経
済
的
状
況
、
地
理
的
条
件
に
よ
ら
な

　

い
質
の
高
い
保
育
・
教
育
の
確
保

⑮
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
・
地
域
団
体
等
と
の
連

　

携
・
協
働

⑯
安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
保
育
・
教
育

　

研
究
環
境
の
整
備
、
こ
ど
も
の
安
全
確

　

保
⑰
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
を
通

　

じ
た
計
画
策
定
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

次
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、
教
育
振

興
基
本
計
画
の
最
終
案
を
取
り
ま
と
め
、

今
後
広
く
意
見
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

趣
旨

構
成
と
期
間

今
後
５
年
間
の
教
育
政
策
の
目
標

５
つ
の
基
本
的
な
方
針
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選挙特報選挙特報選挙特報選挙特報 ●問い合わせ先／安芸太田町選挙管理委員会　☎28−2111

投票日に仕事などで投票所に行けない人は、期日前投票ができます。

　３月30日㈰は、安芸太田町議会議員一般選挙の投票日
です。町民の代表者を選ぶ大切な選挙です。
　みなさんの貴重な一票を投じましょう。

期日前投票所

投票できる人

立候補予定者
説 明 会

選 挙 公 報 の
配 布

入 場 券

投票日

3月
30日㈰

　候補者の政見等を知るための選挙公報は、新聞折込の方法にて選挙期日前日
までに配布を予定しています。
　また、町公式サイトへ掲載するほか、役場本庁、各支所および安野出張所に
おいても配布しますので、ご利用ください。
　なお、新聞を購読されていない、新聞の折込みが入らない等の理由により、
選挙公報の送付を希望される方には個別に郵送しますので、送付先のご住所・
お名前等を事前に選挙管理委員会までお知らせください。

　入場券は３月26日頃にお手元に届くよう発送します。
　ただし、郵便事情などにより、同じ世帯や同じ地域であっ
ても届く日が前後する場合がありますのでご了承ください。
　入場券が届かない場合や紛失した場合でも、選挙人名簿に
登録されていれば投票できますので、投票所で申し出てくだ
さい。

◦平成19年（2007年）３月31日までに生まれた人
◦令和６年（2024年）12月24日までに安芸太田町に住民登録（住民票が
　作成）されている人

■日時／2月12日㈬　午前10時
■場所／安芸太田町役場東館2階大集会室

安芸太田町議会議員一般選挙

場　　　所 期間・時間

安 芸 太 田 町 役 場 東 館
3月26日㈬～3月29日㈯
午前8時30分～午後8時

安芸太田町役場加計支所

安芸太田町役場筒賀支所

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時～午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29～1/3を除きます。）
◎携帯電話・PHSからも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレー
　ション事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった
　場合でもお気軽にお電話ください。

審査  24−73−1

広告

0120−116116



moricaマネーをプレゼント!moricaマネーをプレゼント!
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町内公共交通
　

現
在
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、「
も

り
カ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
運
行
時
間
は
７
時
～
19
時

で
、
19
時
以
降
の
移
動
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
民
が
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
活
躍
で
き
る
制
度
「
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
」
の
導
入
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

◎
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は

　

２
種
免
許
を
持
た
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

が
運
行
事
業
者
と
契
約
を
結
び
、
自
家

用
車
で
タ
ク
シ
ー
と
同
じ
よ
う
に
人
を

送
迎
で
き
る
制
度
で
す
。

　

19
時
以
降
に
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ
け
る
人
も
募
集
予
定
で
す
。

　

ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
企
画
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課

　

☎
２
８−

１
９
７
２

　

も
り
か
ア
プ
リ
の
「
行
政
・
加
盟

店
情
報
通
知
」
を
受
け
取
る
設
定

に
す
る
と
、
１
，０
０
０
円
相
当
の

も
り
か
マ
ネ
ー
を
抽
選
で
６
０
０
名

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。。

●
判
定
日
／
２
月
28
日

●
対
象
者
／
全
町
民
（
判
定
日
時
点
）

●
付
与
日
／
３
月
31
日

※
す
で
に
受
け
取
る
設
定
に
し
て
い
る

　

人
も
対
象
で
す
。

※
判
定
日
以
降
に
設
定
を
解
除
し
て
い

　

る
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

「
行
政
・
加
盟
店
情
報
通
知
」
が
届
く

と
、
も
り
か
ア
プ
リ
の
お
知
ら
せ
ボ
タ

ン
の
右
上
に
赤
い
点
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
導
入
予
定

moricaマネーをプレゼント!moricaマネーをプレゼント!抽選で

600名

設
定
方
法
は

①
も
り
か
ア
プ
リ
を
登
録
す
る
。

　

令
和
６
年
２
月
号
の

　

広
報
ま
た
は
町
公
式

　

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

②
ト
ッ
プ
場
面
の
右
下
「
そ
の
他
」

　

ボ
タ
ン
を
押
す
。

③
「
行
政
・
加
盟
店
情
報
通
知
」

　

を
Ｏ
Ｎ
に
し
て
同
意
す
る
。

　

設
定
方
法
な
ど
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
企
画
課
Ｄ

Ｘ
推
進
係
ま
で
、
お
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

Ｄ
Ｘ
推
進
係

 

☎︎
２
８−

１
９
６
７

還元された「期間限定ポイント」の利用期限は、
2月28日㈮ですので、期限までにご利用ください。

moricaで買い物すると10％ポイントが
もらえるキャンペーンについて
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●問い合わせ先／建設課　上下水道係　☎28−1963

安芸太田のおいしい水をいつまでも安芸太田のおいしい水をいつまでも

　11月27日に「安芸太田町水道事業あり方検討委員会」～第３回ワークショップ～を開催しました。
　これまでに引き続き、ＮＰＯ法人市民プロデュース理事長の平田隆之氏をファシリテーター（進行
役）としてお招きし、さまざまな分野で活躍されている町民15名に参加いただき、幅広い意見交換が
行われました。

　今回のワークショップでは、加計中学校と安芸太田中学校の生徒の皆さんが考えた「安芸太田町の
「水」の大切さを伝えよう」についてのキャッチフレーズ（令和７年１月号掲載）を紹介しました。
　すべてのキャッチフレーズについて、委員の皆さんから多くの意見をいただきましたが、その中で
最も共感されたキャッチフレーズは、
『未来につなげ 安芸Water!! ～町の人に＂水のことについて＂を伝えたい～』
となりました。
　また、委員の皆さんからは、このキャッチフレーズを「パンフレット・ポスター」、「ホームページ
・広報誌」、「SNS」等を活用し、多くの方へ伝えることが出来れば良いという意見をいただきました。

　前回から引き続き、将来にわたって水道事業を持続可能なものとするにあたり、今後、費用の増加
が見込まれる「施設整備の考え方等」（３つのテーマ）について、町の水道担当者を交えて意見交換
してもらいました。
　住民としてできること、それを実現するために必要なことについて、それぞれの立場での役割を考
えていただきました。（※次ページ参照）

　持続可能な水道事業を構築していくためには、水道事業の現状を皆さんに知っていただくこと、皆
さんとともに取り組んでいくということが重要であることを、全３回のワークショップを通じて、改
めて実感することが出来ました。
　町では、ワークショップでの意見を参考にさせていただきながら今後の施設整備のあり方や財源確
保の検討を行い、将来にわたって安定的に水道事業を継続していくための経営の基本計画である「水
道事業経営戦略」の改定作業を進めていきます。

「安芸太田町水道事業あり方検討委員会」
第3回ワークショップを開催しました!

キャッチフレーズ

グループワーク

まとめ
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グループワークでの意見

テ
ー
マ

空き家や長期間使用予
定がない家屋等への管
路更新　　　　　　　

老朽化・耐震化等に伴
う更新をやめ、漏水時
等の対応とする　　　

多様な給水方法
（運搬給水、雨水活用等）

住
民
と
し
て
で
き
る
こ
と

◦空家の状況確認（空家とな
　る期間等の把握含め）
◦どの位の割合で家に帰って
　くるかを確認
◦自治会等で体制を構築し、　
　住む人の状況確認
◦井戸を掘る等、お金がかか
　ることをしても住む予定が
　あるかの確認
◦空家を減らす
　知人には空き家バンクをす
　すめる
　空き家貸出施策の継続要望

◦漏水パトロール
　自分の敷地のパトロール
　漏水の見つけ方講座
　漏水の見つけ方等のPR活動
◦地域ごとに漏水通報の連絡
　体制のルールを確立
◦水圧や水質の変化に気づい
　たら役場に通報（通報等の
　行動）

◦地域の課題として地域で話し合
　いの場を設けて、水道の今後に
　ついて議論

実
現
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

◦給水エリアの縮小
　利用者の少ない給水エリア
　は給水タンク等で対応する
　給水タンクの貸出を行う
◦新しい取組や技術で対応
　飲料水以外は、中水（雨水
　等）を利用する
　更新範囲としない箇所を将
　来利用する時は水道管を埋
　設せずに地上管を敷設

◦講座等を通じ町民に知って
　もらう
　会合、保育園、学校での出
　前講座の開催
　地域の代表を対象にしたワ
　ークショップ（さらに各地
　域でのワークショップ）
◦広報を通じ町民に知っても
　らう
　危機感を持ってもらえるよ
　うなポスター
　漏水箇所の見つけ方を継続
　して周知

◦町水道に頼らない水の供給
　水源は今の配管を活用し個別浄
　水装置で給水
※課題…将来的には今の配管も更
　新が必要となる
◦井戸・雨水・河川水の活用
※課題…井戸は出るところと出な
　いところがある
　河川水には少し抵抗がある
◦モデルケースでの実証
◦個別給水装置を集落単位や集会
　所等で設置してみる

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
役
割

◦女性会（出前講座の実施）
◦集落支援員（地域水道の現
　状を知るための会を開催）
◦町職員（地域による話し合
　いの場づくり）

◦女性会、商工会（出前講座
　の実施）
◦中学校保護者（PTA（学校）
　等での出前講座の実施）
◦町職員（漏水講座の実施）
◦その他（中学生にポスター
　を作ってもらう）

◦女性会（イベント時に安芸太田
　町の水のおいしさをアピール）
◦商工会（おいしい井戸水活用モ
　デル、小水力発電でポンプ作動、
　プロモーション、バイオ洗浄）
◦中学校保護者（子ども達と⼀緒
　によい所もお金のかかる所も学
　習、地域等へのPR）
◦集落支援員（自治振興会と情報
　共有（空家情報等））
◦町職員（モデル地区での取組、
　先進地研修、モデルケースへの
　補助金制度、大学との連携、儲
　けるしくみと組織の強化）

【目標とすること】
◦将来も水道が使えるための環
　境づくり
◦持続可能な水（水道）の確保
◦水のきれいな源流域だからこ
　その＂安芸ウォーター＂を!!



祝
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
国
際
大
会
優
勝
‼

感
謝
状
贈
呈

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
多
額
の
ご
寄
附

を
い
た
だ
い
た
方
々
へ
、
町
長
よ
り

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

吉き
っ　

川か
わ　
　

隆た
か
し

様　

（
代
理　

新し
ん　

喜き

惣そ
う

様
）

　

令
和
６
年
12
月
28
・
29
日
に

東
京
都
港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
ー

プ
ン
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
２
０
２
４

ウ
イ
ン
タ
ー
大
会
で
、
修
道
出

身
の
清き
よ

胤た
ね

慶よ
し

英ひ
で

さ
ん
が
シ
ニ
ア

男
子
エ
ペ
の
部
で
優
勝
、
シ
ニ

ア
男
子
フ
ル
ー
レ
の
部
で
３
位

に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
立
志
式
に
講
師

と
し
て
参
加
さ
れ
た
際
、
目
標

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
国
際
大
会

で
の
優
勝
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
奨
励
賞
　
受
賞

　

井
仁
の
棚
田
で
カ
フ
ェ
を
さ
れ
て
い
る
友と
も

松ま
つ

裕ゆ
う

希き

さ
ん
が
「
中
四
国
農
政
局
『
デ
ィ
ス
カ
バ

ー
農
山
漁
村
の
宝
』」
地
方
奨
励
賞
に
選
ば
れ
、

１
月
14
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

友
松
さ
ん
は
２
０
１
５
年
６
月
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
井
仁
棚
田
を
拠
点
に
活
動
を

は
じ
め
、
２
０
１
７
年
に
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
。

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー

ト
、
藍
染
め
体
験
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、
棚
田
地
域
の
活
性
化
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
松
さ
ん
は
「
今
後
も
地
域
が
元
気
に
な
る

活
動
を
続
け
た
い
」
と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
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◦
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

１
位　

藤ふ
じ

岡お
か　

正ま
さ

綱つ
な

　
　
　
　

渡わ
た

部べ　

大だ
い

輔す
け

　

２
位　

梅う
め

田だ　

真ま
こ

人と

　
　
　
　

上う
え　
　

祥し
ょ
う
か夏

　

３
位　

小お

笠が
さ

原わ
ら

悠ゆ
う

真ま

　
　
　
　

上う
え

畑は
た　

英え
い
し
ょ
う祥

◦
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

１
位　

郷ご
う

田だ　

育い
く

子こ

　
　
　
　

小お

笠が
さ

原わ
ら

絵え

美み

　

２
位　

ア
ウ
リ
ア

　
　
　
　

金か
ね

升ま
す

む
つ
み

　

３
位　

河こ
う

野の　

奈な

美み

　
　
　
　

中な
か

原は
ら　

沙さ

月つ
き

◦
男
女
ミ
ッ
ク
ス

　

１
位　

梅う
め

田だ　

真ま
こ

人と

　
　
　
　

小お

笠が
さ

原わ
ら

絵え

美み

　

２
位　

小お

笠が
さ

原わ
ら

悠ゆ
う

真ま

　
　
　
　

中な
か

原は
ら　

沙さ

月つ
き

　

３
位　

小お

笠が
さ

原わ
ら

大ひ
ろ

翔と

　
　
　
　

郷ご
う

田だ　

育い
く

子こ

　

12
月
８
日
、
加
計
体
育
館
に
て
総
勢
21
人
の
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　

（
敬
称
略
）

つ
つ
が
餅
つ
き
大
会

広
島
県
中
学
校

ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　

１
月
26
日
に
筒
賀
ふ
れ
あ

い
農
園
で
つ
つ
が
餅
つ
き
大

会
を
開
催
し
、
60
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

筒
賀
地
区
の
地
域
づ
く
り

と
多
世
代
交
流
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
、
令
和
５
年
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実
施
し
た

も
の
で
、
今
回
で
２
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

第
56
回
広
島
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権

大
会
（
ア
ル
ペ
ン
競
技
）
が
、
１
月
15
日

～
16
日
に
恐
羅
漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
立
山
コ

ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
安
芸
太
田
中
学
校
の

矢や

立た
て

陸り
く

さ
ん（
２
年
生
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
男
子
回
転

　
　

第
２
位
（
全
国
大
会
出
場
）

◦
男
子
大
回
転

　
　

第
３
位
（
全
国
大
会
出
場
）

　

第
62
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
は
、

２
月
４
日
～
７
日
に
長
野
県
野
沢
温
泉
ス

キ
ー
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

11 広報安芸太田　令和７（2025）年　２月号

親
善
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

参
加
者
は
き
ね
を

手
に
取
り
、
懸
命
に

餅
を
つ
き
ま
し
た
。

つ
き
お
わ
る
と
、
用

意
さ
れ
た
き
な
粉
や

し
ょ
う
ゆ
を
つ
け
て
、

つ
き
た
て
の
餅
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
つ
つ
が

交
流
会
と
し
て
、
昔

の
筒
賀
の
写
真
を
見

な
が
ら
、
「
あ
っ
た

ね
、
こ
ん
な
こ
と
」

と
語
り
合
い
、
交
流

を
は
か
り
ま
し
た
。



2412広報安芸太田　令和７（2025）年　２月号

　
小お

笠が
さ
原わ
ら　
杏あ
ず

さ
ん

　
小お

田だ　
光み
つ
志し

さ
ん

　
河こ
う
野の　
歩あ
ゆ
夢む

さ
ん

　
小こ
ば
や
し林　
愛あ
い
斗と

さ
ん

　
佐さ

さ々

木き

絢あ
や
音ね

さ
ん

　
佐さ

さ々

木き

郁い
く
子こ

さ
ん

　
佐さ

さ々

木き

仁に

愛な

さ
ん

　
佐さ

さ々

木き

隆る

月き

さ
ん

　
佐さ

さ々

木き

和わ

果か

さ
ん

　
佐さ

藤と
う　
拓た
く
海み

さ
ん

　
土ど

橋ば
し　
茉ま

侑ゆ

さ
ん

　
西に
し
村む
ら　
祭ま
つ
里り

さ
ん

　
広ひ
ろ
藤ふ
じ　
心こ
の
実み

さ
ん

　
矢や

木ぎ　
結ゆ
づ
絆き

さ
ん

　
和わ

田だ　
新に

叶か

さ
ん

　
阿あ

部べ　
華か

音の
ん

さ
ん

　
在あ
り
川か
わ　
実み

柚ゆ

さ
ん

　
大お
お
神が
み　
洸こ
う
音と

さ
ん

　
岡お
か
田だ　
陽ひ

愛ま

さ
ん

　
小お

田だ　
剛つ
よ
志し

さ
ん

　
片か
た
山や
ま　
美み

咲さ
き

さ
ん

　
木き
の
下し
た　
駿し
ゅ
ん
き輝
さ
ん

　
栗く
り
栖す　
　
蒼あ
お
い
さ
ん

　
栗く
り
栖す　
未み

来ら
い

さ
ん

　
河こ
う
野の　
結ゆ

衣い

さ
ん

　
佐さ

さ々

木き

優ゆ
う
真ま

さ
ん

　
早は
や
川か
わ　
結ゆ

葉は

さ
ん

　

松ま
つ
島し
ま　
悠ゆ
う
樹き

さ
ん

　
門も
ん
田だ　
弘ひ
ろ
夢む

さ
ん

◎
加
計
小
学
校

〈
３
年
生
〉

ご
み
ひ
ろ
い　

み
ん
な
で
す
れ
ば　

川
き
れ
い　
　

た
い
せ
つ
に　

森
林
守
る　

い
つ
ま
で
も

ゴ
ミ
ひ
ろ
い　

し
ぜ
ん
を
ま
も
る　

だ
い
一
歩　
　

ご
み
ひ
ろ
い　

気
分
が
か
わ
る　

う
れ
し
い
な　
　

山
守
れ　

二
酸
化
炭
素　

へ
ら
す
た
め

せ
つ
電
で　

み
ん
な
の
未
来　

守
り
た
い

蛇
口
を
ね　

使
い
お
わ
っ
た
ら　

し
め
ま
し
ょ
う　

加
計
の
川　

み
ん
な
で
守
る　

う
つ
く
し
く　
　

ふ
る
さ
と
の
町
を　

き
れ
い
に
ゴ
ミ
拾
い

温
暖
化　

地
球
全
体　

警
告
だ

木
を
切
る
な　

み
ん
な
の
命　

守
る
た
め

太
田
川　

み
ん
な
で
守
ろ
う　

大
切
に

ゴ
ミ
捨
て
は　

き
ち
ん
と
分
け
て　

リ
サ
イ
ク
ル

太
田
川　

き
れ
い
に
し
よ
う　

ゴ
ミ
拾
い

ゴ
ミ
拾
い　

道
に
は
ゴ
ミ
を　

捨
て
な
い
よ　
　

〈
６
年
生
〉

捨
て
な
い
で　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る　

そ
の
食
品　

散
歩
中　

見
か
け
た
ゴ
ミ
は　

ゴ
ミ
箱
へ

給
食
を　

残
さ
ず
食
べ
て　

フ
ー
ド
ロ
ス

災
害
を　

防
い
で
守
る　

好
き
な
町

自
分
か
ら　

環
境
守
る　

そ
う
じ
機
に

紙
や
プ
ラ　

む
だ
使
い
ゼ
ロ
で　

絶
え
な
い
緑　

使
え
る
よ　

す
ぐ
に
す
て
ず
に　

再
利
用

ポ
イ
捨
て
が　

環
境
よ
ご
す　

原
因
に

手
前
ど
り　

み
ん
な
で
協
力　

廃
棄
ゼ
ロ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　

で
き
る
こ
と
か
ら　

始
め
よ
う　
　

ゴ
ミ
拾
い　

自
然
を
守
る　

第
一
歩

捨
て
な
い
で　

使
え
る
も
の
は　

リ
サ
イ
ク
ル　

環
境
を　

守
り
つ
な
が
る　

町
の
た
め

捨
て
よ
う
ね　

自
然
じ
ゃ
な
く
て　

ご
み
箱
に

　
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
（
以
下
、
公
衛
協
）
は
、
各
地
区

か
ら
選
出
さ
れ
た
推
進
委
員
を
中
心
に
、
町
民
の
「
環
境
」

と
「
健
康
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
守
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て

お
り
、
地
域
社
会
の
健
全
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
公
衛
協
で
は
、
町
内
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
「
環
境
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
テ
ー
マ
の
「
守
ろ
う
美
し
い
地
球
」
に
沿
っ
た
、
小
学
生
ら
し
く
地
域
へ

の
愛
が
感
じ
ら
れ
る
、
計
62
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
月
は
加
計
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　
（
次
号
で
は
、
筒
賀
小
学
校
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。）

環
境
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

安芸太田町公衆衛生推進協議会からのお知らせ

　
今
回
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

（
一
財
）環
境
保
健
協
会
主
催
の
審

査
会
に
お
い
て
、
加
計
小
学
校
３

年
生
の
矢や

木ぎ

結ゆ
づ
絆き

さ
ん
が
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
で
は
、

加
計
小
学
校
を
訪
問
し
、
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
受
賞
作
品　
太
田
川　

き
れ
い
に
し
よ
う　

ゴ
ミ
拾
い
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一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり

「誰か」のことじゃない。
令和６年度　人権啓発キャッチコピー ●問い合わせ先

　本庁住民課　☎28−2116
　加 計 支 所　☎22−1111
　筒 賀 支 所　☎32−2121

一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
　
　

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を

理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
に
よ
り
、
苦

し
ん
で
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
社
会
の
中
で
偏

見
の
目
に
さ
ら
さ
れ
、
昇
進
を
妨
げ
ら

れ
た
り
、
学
校
生
活
で
い
じ
め
ら
れ
た

り
す
る
な
ど
の
差
別
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
６
月
に
は
、
「
性
的
指
向

お
よ
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の

増
進
に
関
す
る
法
律
」
（
令
和
５
年
法

律
第
68
号
）
が
成
立
・
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

皆
さ
ん
が
、
性
的
指
向
お
よ
び
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に

関
し
て
国
民
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
立
法
事
実
と
し
て
、

国
民
の
理
解
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

広報安芸太田　令和７（2025）年　２月号

◎
性
的
指
向

　

恋
愛
感
情
ま
た
は
性
的
感
情
の
対
象

と
な
る
性
別
に
つ
い
て
の
指
向
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
男
性
が
好
き
、
女
性
が
好

き
、
男
性
も
女
性
も
好
き
、
男
性
も
女

性
も
好
き
で
は
な
い
な
ど
の
こ
と
で
す
。

◎
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　

自
分
自
身
の
性
別
に
関
す
る
深
い
感

覚
を
指
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
自
分
が
男
性
だ
と
思
う
か
、

女
性
だ
と
思
う
か
、
あ
る
い
は
そ
の
ど

ち
ら
で
も
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方

だ
と
思
う
か
と
い
っ
た
、
個
人
の
内
面

的
な
感
覚
の
こ
と
で
す
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う
」
を
強
調
事
項
と

し
て
掲
げ
、
啓
発
冊
子
の
配
布
や
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
と
し
た
啓
発

動
画
の
配
信
な
ど
、
各
種
人
権
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
人
権
啓
発
ビ
デ
オ

　

「
あ
な
た
が　

あ
な

　

た
ら
し
く
生
き
る
た

　

め
に　

性
的
マ
イ
ノ

　

リ
テ
ィ
と　

人
権
」

山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
県
警
察
署　

☎
２
２−

０
１
１
０

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
お
金
の
話
に
注
意
！

た
だ
い
ま
狩
猟
期
間
中

　

狩
猟
期
間
は
、
令
和
６
年
11
月
15
日
か
ら
令
和

７
年
２
月
15
日
ま
で
で
す
。
（
一
部
例
外
あ
り
）

　

住
宅
が
密
集
し
て
い
る
地
域
や
、
日
没
後
か
ら
日
の
出

前
の
銃
猟
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
狩
猟
者
を
見
か
け
た
ら
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

法
令
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く
猟
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
狩
猟
期
に
猟
や
登
山
で
入
山
す
る
際
は
、
狩
猟

者
や
大
型
獣
な
ど
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
や
鈴
な

ど
の
音
の
出
る
も
の
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
悪
用
し
た
投
資
詐
欺
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
事
件

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

◎
詐
欺
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意

　

し
ま
し
ょ
う
。

◦
必
ず
儲
か
る
投
資
は
あ
り
え
ま
せ
ん

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
投
稿
や
広
告
を
安
易
に
信
用
し

　

な
い

◦
連
絡
先
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
み
の
投
資
は
極
め
て
危
険

◦
振
込
先
が
個
人
口
座
の
場
合
は
詐
欺
の
可
能
性
を
疑
う

　

少
し
で
も
不
安
に
感
じ
た
ら
警
察
署
・
駐
在
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

脱砲確認脱砲確認
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令
和
７
年
安
芸
太
田
町
二
十
歳
を
祝
う
会
を
１
月
12
日
に
川
・
森
・
文
化
・
交

流
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
し
、
新
た
に
加
計
高
等
学
校
の
卒
業
生
も
加
わ
り
、
二
十

歳
を
迎
え
ら
れ
た
54
人
の
う
ち
、
29
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
記
念
品
を
松ま
つ

浦う
ら

太た
い

河が

さ
ん
が
代
表
し
て
受
領
さ
れ
、
誓
い

の
言
葉
を
佐さ

さ々

木き

歩あ
ゆ

夢む

さ
ん
が
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
、
安
芸

太
田
町
と
と
も
に
育
っ
た
20
年
間
、
社
会
人
と
な
っ
た
抱
負
を
代
表
し
て
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、
恩
師
を
代
表
し
て
、
岡お
か

崎ざ
き

英ひ
で

雄お

先
生
（
元
加
計
中
学
校
）

と
二に
の

宮み
や

憲け
ん

佑す
け

先
生
（
元
安
芸
太
田
中
学
校
）
か
ら
、
懐
か
し
い
中
学
生
時
代
の

出
来
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
、
人
生
の
先

輩
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大お
お

谷た
に

和か
ず

輝き

さ
ん
か
ら
は
、「
ワ
ク
ワ
ク
を
求

め
て
前
向
き
に
生
き
て
い
く
」
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
を
祝
う
会
開
催

記念品受領

誓いの言葉
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二十歳を迎えられた皆さんの中から４人にインタビューをしました。二十歳を迎えられた皆さんの中から４人にインタビューをしました。

松ま
つ

浦う
ら　

太た
い

河が

さ
ん

日
本
大
学　
　
　
　
　

（
安
芸
太
田
中
学
校
卒
業
）

佐さ

さ々

木き

信し
ん

哉や

さ
ん

国
家
公
務
員　
　
　
　

（
安
芸
太
田
中
学
校
卒
業
）

栗く
り

栖す　

麻ま

帆ほ

さ
ん

都
留
文
科
大
学　
　
　

（
加
計
中
学
校
卒
業
）　　

栗く
り

栖す　

眞ま

菜な

さ
ん

近
畿
大
学　
　
　
　
　

（
加
計
中
学
校
卒
業
）　　

Ｑ
現
在
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　

大
学
野
球
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

安
芸
太
田
町
を
広
め
て
い
け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
ま
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
へ
の
思
い
は
？

　

自
分
が
一
番
長
く
過
ご
し
た
町
な
の
で
、
魅
力

を
発
信
し
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
安
芸
太

田
町
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
で
の
思
い
出
は
？

　

一
番
は
中
学
生
活
。
良
い
友
達
が
い
て
、
毎
日

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
安
芸

太
田
の
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
こ
と
も
思
い
出
で
す
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
？

　

プ
ロ
野
球
選
手
か
、
社
会
人
野
球
の
選
手
に
な

っ
て
、
安
芸
太
田
町
に
恩
返
し
で
き
る
人
間
に
な

り
ま
す
。

Ｑ
現
在
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　

建
築
士
の
勉
強
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
へ
の
思
い
は
？

　

町
外
へ
出
て
住
ん
で
い
る
と
、
改
め
て
安
芸
太

田
町
の
人
の
温
か
さ
と
、
自
然
の
豊
か
さ
が
わ
か

っ
た
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
で
の
思
い
出
は
？

　

小
中
学
生
時
代
の
日
常
生
活
が
と
て
も
楽
し
か

っ
た
。
学
校
帰
り
に
遊
ん
だ
こ
と
と
か
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
？

　

建
築
士
の
資
格
を
取
っ
て
、
建
築
を
通
し
て
人

の
助
け
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
。

Ｑ
現
在
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　

国
の
安
全
の
維
持
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
へ
の
思
い
は
？

　

大
型
施
設
を
作
っ
て
欲
し
い
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
で
の
思
い
出
は
？

　

自
然
で
育
っ
た
の
で
、
体
が
人
一
倍
強
く
な
っ

た
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
？

　

年
収
１
，
０
０
０
万
円
。

　

結
婚
し
て
子
ど
も
を
作
っ
て
家
族
に
見
せ
た
い
。

Ｑ
現
在
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　

小
学
校
教
員
免
許
の
取
得
に
向
け
て
ア
ル
バ
イ

ト
と
両
立
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
へ
の
思
い
は
？

　

安
芸
太
田
町
と
同
い
年
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
町
と
一
緒
に
さ
ら
に
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
安
芸
太
田
町
で
の
思
い
出
は
？

　

大
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
り
、
神
楽
が
で
き
た
こ

と
で
す
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
？

　

広
島
県
で
岡
崎
先
生
の
よ
う
な

か
っ
こ
い
い
先
生
に
な
れ
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。



令和6年分 所得税・町県民税の申告について

町内申告受付会場
受　付　日 申　告　会　場

２⽉17⽇ 月
安芸太田町役場本庁東館

２⽉18⽇ 火

２⽉19⽇ 水
筒賀福祉センター

２⽉20⽇ 木

２⽉21⽇ 金 安野ふれあいセンター

２⽉25⽇ 火 修道せせらぎ文化センター

２⽉26⽇ 水
川・森・文化・交流センター

２⽉27⽇ 木

２⽉28⽇ 金 殿賀ふれあいプラザ

３月３日 月 上殿コミュニティセンター

３月４日 火
太田川交流館かけはし

３月５日 水

３月６日 木
松原高齢者コミュニティセンター

空谷農事集会所

３月７日 金
四合生活改善センター

つぼの地区交流センター

３月10日 月
寺領地区農業構造改善センター

東区コミュニティセンター

３月11日 火
猪山集会所

旧津浪小学校

３月12日 水
旧杉の泊小学校

至誠文化センター

３月13日 木

本庁税務課３月14日 金

３月17日 月

申告に関するお願い

町の会場で受付できない申告

税務署での申告

◎医療費控除明細書や農業収支内訳書を作成
　し、待ち時間短縮にご協力ください。
◎申告は、役場本庁・支所でなく、必ず左記
　申告会場へお越しください。
◎申告はどの会場に来られても受付できます
　ので、ご都合に合わせてご来場ください。

　次の内容を含む申告は、税務署で申告して
ください。
◦青色申告（青色申告決算書などが作成済み
　の場合を除く）
◦災害減免や雑損控除
◦先物取引
◦為替差益やビットコインなどの暗号資産　
　（仮想通貨）

■設置期間
　令和7年2月17日㈪～3月17日㈪
　土・日・祝を除きますが、３月２日㈰に限り
　開場します。
■場　　所
　「NTTクレドホール」
　基町クレド・パセーラ11階
　広島市中区基町６番78号　広島県庁前
　本年の確定申告においても会場の混雑緩和
を図るために１日当たりの入場者数を設定す
ることとしています。そのため会場への入場
には「入場整理券」が必要となりますが、入
場整理券の配付状況によっては、当日入場が
できない可能性があります。

●問い合わせ先／税務課　☎28−2114
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◆申告受付時間
　２月17日㈪～３月５日㈬　9:00～15:00
　３月６日㈭～３月12日㈬　9:00～14:00
　３月13日㈭～３月17日㈪　9:00～15:00



　　　　　　

　　

マイナンバーカードマイナンバーカード とと

スマホスマホ でで ee--TaxTax

広島北税務署からのお知らせ
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チャットボット「ふたば」

動画で見る確定申告

ご質問したいことをメニューから選択するか、入力いただく
と「税務職員ふたば」（AI）が自動でお答えします。

確定申告書等作成コーナーの操作方法などを動画でご案内し
ます。

書かない 　　確定申告

マイナンバーカードマイナンバーカード とと

スマホスマホ でで ee--TaxTax

マイナポータル連携
の詳細はこちら

確定申告書等作成コーナーなら
金額等を入力するだけで
自動計算で申告書が完成!

マイナポータル連携で
控除証明書等のデータが
自動入力できる!

※ご利用には
　事前準備が
　必要です。

証明書などのデータ

マイナポータル
経由でデータを

一括取得

ご自宅から
e-Taxで送信

確定申告書に
自動入力・自動計算

申告に困ったときは

税務職員ふたば

×

作成コーナー

税務署◦医療費
◦ふるさと
　納税など



　

除
湿
機
能
付
き
空
気
清
浄
機
・
製
氷
機
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
な
ど
の
機
器
に
は
冷
媒
に
フ
ロ
ン
類
が
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
粗
大
ご
み
な
ど
で
出
せ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

機
器
の
側
面
・
背
面
に
貼
付
し
て
あ
る
機
器
の
名
称
や
型
式

が
記
載
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ル
、
取
扱
説
明
書
の
機
器
仕
様
欄
な

ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

製
造
年
に
よ
っ
て
は
フ
ロ
ン
類
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
て
も

記
載
の
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
判
断
が
難
し
い
場
合
は
、
製

造
業
者
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

フ
ロ
ン
類
を
使
用
し
た
製
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ

り
ま
す
。

（
例
）
冷
媒
ガ
ス
・
フ
ロ
ン
ガ
ス
・
Ｒ−

12
な
ど
（
Ｒ
で
始
ま
る
も
の
）

　
　

Ｈ
Ｆ
Ｃ−

１
３
４
ａ
・
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ−

22
・
Ｃ
Ｆ
Ｃ−

12
な
ど

　

フ
ロ
ン
類
が
使
用
さ
れ
て
い
る
家
電
製
品
の
処
分
は
、
製
造

元
や
販
売
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
衛
生
対
策
室
☎
２
３−

１
１
２
０

◦
フ
ロ
ン
類
が
使
用
さ
れ
て
い
る
家
電
製

　
品
の
処
分
方
法
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

◦
ご
み
分
別
五
十
音
事
典

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

※
積
雪
時
は
、
集
積
所
周
辺
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

◦
電
話

　

「
安
芸
太
田
町
公
式
サ
イ
ト
」
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
下
旬
に
「
健
診
の
お
知
ら
せ
」
を
全
戸
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
安
芸
太
田
町
健
診
事
業
の
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
度
に
住
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
た
世
帯

を
対
象
に
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

◦
対
象
と
な
る
世
帯

　

令
和
６
年
12
月
13
日
時
点
で
、
安
芸
太
田
町
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
世
帯

◦
給
付
額
…
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円

　

※
18
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
は
、

　
　

１
人
あ
た
り
２
万
円
を
加
算

◦
申
請
に
つ
い
て

　

１
月
20
日
に
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び

課
税
状
況
が
確
認
で
き
な
い
世
帯
へ
手
続
き
書

類
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

転
入
な
ど
で
課
税
状
況
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
、
お
手
数
で
す
が
前
住
所
地
の
市
区
町
村

へ
課
税
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
☎
２
５−

０
２
５
０

◆
注
意
事
項

◦
今
回
か
ら
は
、
申
込
用
紙
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

安
芸
太
田
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
は
、
こ
ち
ら

も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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く しら の 情 報

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
取
り
組
み
状
況　

ム
の
取
り
組
み
状
況　

　

本
町
に
お
け
る
住
民
主
体
の
活
動
と

し
て
戸
河
内
土
居
地
区
と
殿
賀
地
区
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

戸
河
内
土
居
地
区
で
は
、
月
１
回
、

自
由
に
語
る
「
土
居
話
そ
う
か
い
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
住
民
同

士
の
助
け
合
い
「
お
互
い
さ
ん
活
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

殿
賀
地
区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

行
事
を
継
承
さ
れ
、
年
頭
に
は
「
と
ん

ど
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上（
要
介
護
認
定
者
を
除
く
）

の
方
に
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
の
状
況
に
応
じ
て
、
令
和

７
年
度
の
介
護
予
防
事
業
の
案
内
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
返
送
を
お
願
い
し
ま

す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーから

●
問
い
合
わ
せ
先
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２

－

２
０
３
１

お
知
ら
せ
!!

　

高
下
地
域
で
は
、
地
域
住
民
の
世
界

旅
行
の
報
告
を
兼
ね
た
集
い
も
開
催
さ

れ
、
今
後
は
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
に

応
じ
た
集
い
を
展
開
さ
れ
ま
す
。

令
和
７
年
度
基
本
チ
ェ
ッ

令
和
７
年
度
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
返
送
の
お
願
い

ク
リ
ス
ト
返
送
の
お
願
い

母子・父子および寡婦福
祉資金貸付制度をご利用
ください　　　　　　　

（単位 :円／月）
　　　貸付限度額

学校等種別　　　

国公立 私　立
自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

高 等 学 校 27,000 34,500 45,000 52,500
高等専門学校 31,500 33,750 48,000 52,500
短 期 大 学 67,500 96,500 93,500 131,000
大 学 71,000 108,500 108,500 146,000
専 修 学 校 54,000 54,000

●修学資金
　～各種学校の授業料等～

　　　貸付限度額

学校等種別　　　

国公立 私　立
自　宅 自宅外 自　宅 自宅外

小 学 校 64,300
中 学 校 81,000
高等学校等 150,000 160,000 410,000 420,000
大 学 等 410,000 420,000 580,000 590,000

（単位 : 円）

●就学支度資金
　～入学金・教材購入等就学準備にかかる費用〜

※小・中学校の就学支度資金については、所得税非課税世帯の場合に限る。

　母子・父子家庭および寡婦の生活の
安定と、その児童（子）の福祉を図る
ために、各種資金の貸付けを行ってい
ます。お子さんが高校や大学へ進学、
また就職するために必要な費用の貸付
制度を紹介します。
（※各資金はいずれも貸付上限額です。）

※日本学生機構で貸付をうけられる場
　合は差額分の貸付を利用が可能です。

●問い合わせ先
　健康福祉課　社会福祉係
　☎25−0250

●修業資金
　免 許 取 得　460,000円
●就職支度資金
　１回につき　105,000円　
　自動車購入　340,000円
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Information

令
和
７
年
度

医
療
技
術
者
等
育
成
奨
学
生
の
募
集
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
医
療
の
担
い
手

確
保
の
た
め
、
将
来
、
医
療
従
事
者
と

し
て
町
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
勤
務
し

よ
う
と
す
る
人
に
対
し
、
修
学
な
ど
に

必
要
な
資
金
を
貸
付
け
、
資
格
取
得
後
、

町
内
医
療
機
関
な
ど
に
医
療
従
事
者
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

資
格
取
得
後
、
町
内
の
医
療
機
関
な

ど
に
一
定
期
間
勤
務
す
れ
ば
奨
学
金
返

還
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
免
除
し
ま
す
。

◆
貸
付
対
象
者

◦
将
来
、
医
療
従
事
者
と
し
て
町
内
の

　

医
療
機
関
な
ど
で
勤
務
す
る
意
思
を

　

有
す
る
人

◦
安
芸
太
田
町
奨
学
金
貸
付
基
金
条
例

　

に
よ
る
奨
学
金
を
現
に
受
け
て
い
な

　

い
人

◆
貸
付
金
額

　

看
護
師
の
場
合

　
　

月
額
10
万
円
以
内

　
　

入
学
支
度
金
50
万
円
以
内

2420

◆
貸
付
期
間
上
限

　

看
護
師
の
場
合　

５
年

◆
募
集
定
員

　

若
干
名

◆
募
集
受
付
期
間

　

２
月
３
日
㈪
～
４
月
15
日
㈫

◆
貸
付
者
の
決
定

　

安
芸
太
田
町
医
療
技
術
者
等
育
成
奨

学
金
貸
付
審
査
会
に
お
い
て
、
提
出
さ

れ
た
書
類
な
ど
に
基
づ
き
、
貸
付
者
を

決
定
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎
２
８−

２
１
１
１
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第
35
回
け
ん
み
ん
文
化
祭
芸
北
地
区
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
山
県
地
区
大
会
の
お
知
ら
せ
　
　

　

け
ん
み
ん
文
化
祭
芸
北
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
山
県
地
区
大
会
が
、
本
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
山
県
郡
で
民
謡
民
舞
な
ど
活
動
さ
れ
て
い
る
芸
能
団
体
が
集

ま
り
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

◆
と　

き
／
３
月
９
日
㈰
13
時
〜
（
12
時
開
場
）

◆
と
こ
ろ
／
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル
）

◆
主　

催
／
け
ん
み
ん
文
化
祭
山
県
大
会
実
行
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員
会　

☎
２
２−

１
２
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　

戸
河
内
分
室　

☎
２
８−

１
９
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　

筒
賀
分
室　

☎
３
２-

２
６
０
１

　
　

深
入
山
山
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

４
月
13
日
㈰
に
深
入
山
で
山
焼
き
を
実
施
し
ま
す
。
山
焼
き
を
持
続
可
能
な

体
制
で
実
施
し
て
い
け
る
よ
う
令
和
７
年
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
時　
　

間
／
７
時
30
分
～
16
時
（
予
定
）

◆
作
業
内
容
／
防
火
帯
作
成
等
の
補
助
作
業
・
火
入
れ
・
火
消
し
作
業

◆
募
集
定
員
／
全
体
35
人　

　
　
　
　
　
　

◦
Ａ
班
・
Ｂ
班　

20
人
（
各
班
10
人
）
18
歳
以
上
、
65
歳
以
下

　
　
　
　
　
　
　

山
頂
ま
で
登
頂
後
、
下
り
な
が
ら
作
業
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◦
Ｃ
班
・
Ｄ
班
・
Ｅ
班　

15
人
（
各
班
５
人
）
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
　

道
路
沿
い
で
作
業
を
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切
／
３
月
14
日
㈮　
※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
産
業
観
光
課　

☎
２
８−

１
９
６
１
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高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
希
望
し
な
が
ら
、
経

済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
人
に
、
予
算
の
範
囲
内

で
学
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
制
度
で
す
。

①
貸
付
対
象
者

　

◦
一
年
以
上
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は
保
護
者
が
町
内
に
生

　
　

活
の
本
拠
を
有
す
る
人

　

◦
進
学
意
欲
が
旺
盛
な
人

　

◦
生
計
、
そ
の
他
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人

　

◦
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人
と
保
証
人
に
町
税

　
　

な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

②
貸
付
額

③
貸
付
期
間

　

在
学
す
る
高
校
・
大
学
な
ど
の
標
準
の
修
学
年
数

④
申
請
受
付
期
間

　

３
月
17
日
㈪
～
４
月
18
日
㈮

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
書
提
出
先

　

教
育
委
員
会　

教
育
課　

☎
２
２−

１
２
１
２

　

提
出
書
類
な
ど
は
筒
賀
公
民
館
・
戸
河
内
分
室
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

区　

分

高
校
な
ど

大
学
な
ど

入
学
支
度
金

２
５
，０
０
０
円
以
内

５
０
，０
０
０
円
以
内

奨
学
金（
月
額
）
２
０
，０
０
０
円
以
内

４
２
，０
０
０
円
以
内

貸
付
利
息

無
利
息

貸
付
方
法

毎
月
交
付

安
芸
太
田
町
奨
学
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

役
場
庁
舎
な
ど
で

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

が
使
え
ま
す 

利用可能な場所 本庁・加計支所・筒賀支所の各ロビー付近
地域支援センター１階の共有フロア 

利用可能な時間 月曜日から金曜日（閉庁日を除く）８時30分〜17時15分

接続可能な時間 １回あたり30分、１日４回まで  計120分

利用にあたって 注意事項・利用規約に合意されたうえで、SNS（Google、
Facebook）、Eメール認証が必要となります。

　

来
庁
さ
れ
る
人
の
利
便

性
向
上
や
、
災
害
時
な
ど

で
の
活
用
、
光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
体
験
を
目
的
と

し
て
、
役
場
庁
舎
な
ど
に

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ス
ポ
ッ

ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
で

き
る
機
器
（
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）
が

あ
れ
ば
、
誰
で
も
無
料
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

Ｄ
Ｘ
推
進
係

　

☎
２
８

−

１
９
６
７

SSID:akiotafree2

広告
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　本町公式サイトのトップページにあ
る「あきおおたいむ（町民時計）」へ掲
載する写真を随時、募集しています。
　投稿にあたっての注意事項がありま
すので、町公式サイトをご確認の上、
投稿をお願いします。

「あきおおたいむ」写真募集!

●問い合わせ先／企画課　☎28−1967

リンク先
町公式サイト



　トライ＆エラーという言葉をお聞きになったことがあるでしょ

うか。「物事を試し、失敗して改善することを繰り返しながら、

目標を達成しようと努力する。」ということを意味する和製英語

だと言われています。

　今の社会では、時間効率を求められることが増えています。し

かし、子どもの成長にとって大事なことは、時間効率よりも、ゆ

とりある自由な時間の中で、思う存分挑戦し、何度もやり直すこ

とができることではないでしょうか。

　とはいえ、学校も限られた時間の中で決められた内容の学習を

行わなければなりません。ですから、全てというわけにはいきま

せんが、少しでも子どもたちがトライ＆エラーできる機会を確保

し、失敗から学ぶ経験をできるよう、さまざまな活動に工夫をし

たいと考えています。

トライ＆エラー筒賀小より

加計中より

　各学校からのお知らせや子ども達の様子を「学校だより」

として掲載しています。

　今月は、筒賀小と加計中からの「学校だより」です。
学校だより学校だより学校だより学校だより

　加計中学校では３学期から新生徒会がスター

トします。会長には２年生の佐
さ

々
さ

木
き

裕
ゆ

海
う

さん、

副会長には山
やま

田
だ

小
こ

夏
なつ

さん、事務局長には佐
さ

々
さ

木
き

亮
りょうた

太さんが選ばれました。

　会長の佐々木裕海さんは「一人だとできるこ

とに限りがあるので、生徒会のみんなと協力し

て、一つでも良くなるように変えていきたい。

校内の雰囲気が良くなるような全校レクを行う

など、生徒会長になる前に考えていたことを実

行したい。」と抱負を語ってくれました。

　伝統の継承と新たな風を取り入れた生徒会が

スタートしました。これからの改新に期待して

います！

生徒会、新章スタート！

2422広報安芸太田　令和７（2025）年　２月号

　昨年の学習発表会の練習では、子どもたちが「お

客さんに喜んでもらいたい」、「感動してもらいたい」

という目標をもって、「ああでもない、こうでもな

い。」と意見を出し合って主体的に稽古をしていま

した。

　先生方は、敢えて子どもたちの話し合いにじっと

耳を傾けながら一緒に考えています。それは、ゆる

やかでもどかしい姿ですが、これこそ、とても贅沢

で価値のある時間なのかもしれません。学校教育も

ますますせわしなくなる中ですが、子どもたちが自

分で「気づき、考え、やってみる」ことに伴走し、

応援できる大人でありたいと思います。
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住
ん
で

み
つ
け
る

た
か
ら
も
の

　

広
島
市
出
身
。
小
板
集
落
に
移
住
さ

れ
た
飯
垣
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●問い合わせ先●
企画課 ☎28−2112

区
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
）
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
朝
霧
の
美
し
さ
、
翌
朝

の
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
、
小
板
の
大
自

然
に
圧
倒
さ
れ
、
い
つ
し
か
「
こ
こ
に

住
み
た
い
。
帰
り
た
く
な
い
。」
と
思

う
よ
う
に
な
り
、「
移
住
」
を
心
に
決

め
ま
し
た
。

　

移
住
を
検
討
し
て
い
る
と
き
、
恐
羅

漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
と
の
ご
縁
を
い
た
だ

き
就
職
が
決
ま
っ
た
こ
と
や
ま
き
ば
の

里
さ
ん
か
ら
の
縁
で
、
現
在
の
マ
イ
ホ

ー
ム
と
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
す
べ

て
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
り
、
ト
ン
ト

ン
拍
子
で
移
住
計
画
が
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。
今
考
え
る
と
バ
タ
バ
タ
で
し
た

が（
笑
）。

　

移
住
の
夢
が
か
な
っ
た
の
は
皆
さ
ん

と
の
出
会
い
と
ご
支
援
い
た
だ
い
た
お

か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
感
謝
し
て

い
ま
す
！

Ｑ
移
住
し
て
き
て
感
じ
た
こ
と
は
？

　

こ
の
町
の
人
の
温
か
さ
、
繋
が
り
の

強
さ
が
す
ご
い
で
す
ね
！

　

移
住
し
て
か
ら
私
に
「
師
匠
」
が
で

き
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
「
山
菜
採
り
」
や
「
渓
流

釣
り
」
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

素
敵
な
出
会
い
で
そ
の
道
の
「
名
人
」

と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
技
術
や
経
験
を
手
取
り
足
取
り
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
も
ら
っ
て
、
い
つ
し
か

「
師
匠
」
と
し
て
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　

師
匠
の
教
え
を
遂
行
す
る
に
は
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
あ
り
、
釣
り
も
山
菜
も
な

ん
と
奥
が
深
い
な
～
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
か
師
匠
の
よ
う
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
！

Ｑ
お
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

　

さ
い

　

前
職
が
調
理
師
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

役
場
本
庁
の
隣
の
飲
食
店
「
ま
ん
ぷ
く

食
堂
」
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

普
段
の
生
活
や
イ
ベ
ン
ト
で
も
そ
う

で
す
が
、
仕
事
を
通
じ
て
毎
日
た
く
さ

ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
る
た
め
、
と

て
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
ま
ん
ぷ
く
食
堂
」
と
い
う
名

前
は
そ
の
名
の
と
お
り
「
お
腹
い
っ
ぱ

い
」
に
な
っ
て
「
幸
せ
に
な
っ
て
」
帰

っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
会
社
の
モ
ッ
ト

ー
と
自
分
の
思
い
は
ご
は
ん
大
盛
に
し

て
、
日
々
お
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ
移
住
後
の
変
化
は
い
か
が
で
す

　

か
？

　

登
山
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
に

も
挑
戦
し
、
町
の
自
然
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
ま
す
！

そ
し
て
、
豪
雪
地
区
の
儀
式
「
除
雪
」。

苦
行
よ
り
も
雪
景
色
の
美
し
さ
が
勝
り
、

心
が
折
れ
ま
し
た
が
折
れ
ま
せ
ん（
笑
）。

　

ガ
レ
ー
ジ
で
ク
マ
に
遭
遇
し
た
時
に

は
さ
す
が
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
が
、

ギ
リ
ギ
リ
セ
ー
フ
。
め
ち
ゃ
こ
わ
か
っ

た
で
す
。
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
肌
身

離
さ
ず
持
っ
て
い
ま
す
！

Ｑ
今
後
の
目
標
な
ど
は
あ
り
ま
す

　

か
？

　

ヤ
ギ
牧
場
を
作
り
た
い
で
す
！

　

今
は
２
頭
の
ヤ
ギ
を
飼
っ
て
お
り
、

ま
き
ば
の
里
さ
ん
か
ら
全
面
協
力
を
い

た
だ
き
、
少
し
ず
つ
牧
草
地
を
開
拓
し

て
い
ま
す
。
ヤ
ギ
の
ミ
ル
ク
で
ジ
ェ
ラ

ー
ト
な
ど
出
せ
る
と
良
い
で
す
ね
！

　

自
分
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
こ
の
町

の
自
然
の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
若
い
人
た

ち
が
集
ま
る
よ
う
な
場
所
を
提
供
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

夢
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

Ｑ
移
住
さ
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

　

令
和
５
年
の
８
月
に
広
島
市
か
ら
移

住
し
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
移
住
の
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す

　

か
？

　

自
然
が
大
好
き
な
私
は
、
毎
週
の
よ

う
に
「
小
板
ま
き
ば
の
里
」（
小
板
地
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広報安芸太田　広報安芸太田　令和７（2025）年　令和７（2025）年　２２月号月号

　安芸太田町に来てから数か月がたちましたが、学校で英語を教えながら生徒たちから

日本のアニメやキャラクターを教えてもらっていると、私も子どものころ好きだったテレビ番組を

思い出します。

皆さんはイギリスの番組、皆さんはイギリスの番組、

「ウォレスとグルミット」 を知っていますか？「ウォレスとグルミット」 を知っていますか？

　特に気に入った番組は「ウォレスとグルミット」でした。ニック・パーク作の ※ストップモーシ

ョンアニメのコメディです。日本で大人気の「ひつじのショーン」もニック・パーク作です。

　今年のクリスマスに2008年以来の新作「ウォレスとグルミット仕返しなんてコワくない！」がリ

リースされたばかりで、久しぶりの作品でとても人気があります！

　私は個人的にストップモーションアニメが大好きで、１コマ１コマで物体を丁寧に動かしながら

作り上げることの大変さを感心します。

　「ウォレスとグルミット」とは前向きなイギリス人の発明者（ウォレス）と賢くて、忠実な愛犬

（グルミット）とのいろいろな冒険の話です。

　ウォレスが作る発明はさまざまで、日常に役に立つ機械や不思議な発明まであり、そのせいでト

ラブルになることが多くて、問題を解決してくれるのは愛犬のグルミットです。

　その中でウォレスが作った天才的な発明は「朝起きのマシーン」です。この機械は２階に寝てい

るウォレスをベッドから抱え上げ、１階の天井が開き、落ちながらズボンをはかされて食卓のテー

ブルに着きます。ほかの機械がウォレスにセーターを着せ、朝ごはんも用意されます。

　この発明のおかげでウォレスの朝の準備の時間は合計で２分間です。私もこんなに早くて、簡単

に準備ができたらいいのに！

　私のお気に入りのエピソードは1989年にリリースされた「ウォレスとグルミット：チーズ・ホリ

デー」です。このエピソードではウォレスの大好きなチーズが切れていて、グルミットとロケット

を作り、チーズを求めて２人で月へ出かけます（外国では月がチーズでできていると言い伝えがあ

ります）。私の子どものころ、月が本当にチーズでできていたらいいなと思ったことがあります！

　ウォレスの大好物はチーズとクラッカーで、私もこの番組を見ながら、同じスナックをよく食べ

ていました。

　このシリーズは短編映画４本、長編映画２本と数々のテレビ版やスピンオフもあります。短編映

画は20～30分で見れて、子どもでも大人でも楽しめるので、ぜひ皆さんにお勧めします！

※ストップモーションアニメ

　静止している物体を１コマ毎に少しずつ動かしカメラで撮影し、あたかもそれ自身が連続して動

　いているかのように見せる映画の撮影技術、技法。

（引用：ひつじのショーン公式サイト）　 （引用：ウォレスとグルミット公式サイト）
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図書館
　だより

筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内2階川・森・文化・交流センター内2階　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

読んでミンサイ新刊案内読んでミンサイ新刊案内
『大河ドラマべらぼう蔦重栄華乃夢噺』

『はたらく細胞公式レシピBOOK』

『ライバルはいるか？』

『農家が教える酒つくり』

『ツムグ日本文学』

『金貸し同心』（小説）

『五葉のまつり』（小説）

『ゆびさきに魔法』（小説）

『皇后は闘うことにした』（小説）

『箱庭クロニクル』（小説）

一　

般　

書

児　

童　

書

『大人も知らない？日本文化のなぞ事典』

『図解大事典ドラゴン最強伝説』

『月のサバイバル』

『蔦屋重三郎』（伝記）

『なきむし』（よみもの）

『ねずみのパンや』（よみもの）

『おばあちゃんのあかね色』（よみもの）

『ゆきのこえ』（絵本）

『おはしをじょうずにもてるかな』（絵本）

『死神です』３（絵本）

移動図書館やまびこ号運行日
２月４日（火）・５日（水）

６日（木）・７日（金）

（県立図書館より資料をお借りしています）

2月22日㈯まで貸出できます。

本の返し忘れはございませんか？本の返し忘れはございませんか？

戸河内分室 おはなし会戸河内分室 おはなし会

本館えほんのもり おはなし会本館えほんのもり おはなし会

戸河内…2月15日（土） 10：30〜

本 館…2月22日（土） 10：30〜本館月末休館日 ２月２８日（金）

『古生物・恐竜』

　防災・減災を考えよう！「阪神淡路大震災から
30年に学ぶ」を１月17日㈮に開催しました。
　大野館長の阪神淡路大震災被災体験や危機管理
室栗栖室長による「安芸太田町で想定される災害
について」のお話を聞きました。
　広島県立図書館の資料の展示も行いました。

　検査は事前予約が必要です。問い合わせ先
にご連絡ください。

広島県が行うHIV抗原抗体・
梅毒検査・肝炎ウイルス無料
検査日程のお知らせ　　　　

◇検査日時／3月4日㈫・4月1日㈫
　　　　　　13時～15時
◇検査場所／広島県庁 農林庁舎1階相談室

（広島県西部保健所　広島支所内）
●問い合わせ先／広島県西部保健所　広島支所
　保健課保健対策係　☎082−513−5521

本館展示

広報安芸太田　令和７（2025）年　２月号

　本館では蔵書点検などを行うため、３月14日㈮
～３月20日㈭の間休館します。ご迷惑をおかけし
ますが、ご協力よろしくお願いいたします。
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し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120ｰ32ｰ9026
　へお願いします。
※積雪等のため、日程どおりに収集できない場合があります。
※積雪時は、くみ取り口周辺の除雪をお願いします。

２
月

17日㈪ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
18日㈫ 修道
19日㈬ 津浪一円・筒賀東区
21日㈮ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

25日㈫ 天神町・巴町・道の口・本町・東旭町・
西旭町・古市・新町・神田町・空条

26日㈬ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
28日㈮ 程原・津都見・船場・来見

３
月

３日㈪ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹・
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

４日㈫ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
５日㈬ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
７日㈮ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
10日㈪ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草
11日㈫ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
12日㈬ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

14日㈮ 小板・松原・板ケ谷・川手・柴木・
梶ノ木・横川

編 集 後 記

　来月の発送は３月５日㈬を予定してい
ます。変更の場合は、無線放送でお知ら
せします。

◦国民健康保険税 …………… 第９期
◦後期高齢者医療保険料 …… 第８期
◦介護保険料 ………………… 第11期

（納期限／2月28日）
※納付期限を必ず守りましょう。

今月の納税等

安芸太田町総合ビジョン（案）
へのパブリックコメント

（意見公募）を実施します

来月の発送日
粗大ごみ収集日

２月
10日
㈪

粗大ごみ②区域
下本郷・上本郷・遊谷・下田吹・上田吹・
吉和郷・戸河内土居・打梨・那須・横川・
柴木・川手・梶ノ木・板ケ谷・松原・小板・
※打梨・那須・横川は電話	

３月
10日
㈪

粗大ごみ③区域
平見谷・猪山・温井・至誠・尚志・丁川・
神田町・新町・古市・空条・本町・東旭町・
西旭町・天神町・巴町・道の口・滝本・
加計土居・上山・見入ヶ崎・上原・鮎ヶ平・
殿賀・浄善

※粗大ごみ集積場所に出してください。
　（一般のごみ集積場所と異なる場合があります。）
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載されている収集区域
　です。収集区域によって収集日が異なりますので、お間違え
　のないようお願いします。

　
今
月
号
の
表
紙
は
１
月
12
日
に
行
わ

れ
た
、
二
十
歳
を
祝
う
会
で
す
。

　
同
日
に
消
防
団
出
初
式
も
あ
り
、
慌

た
だ
し
い
１
日
で
し
た
。

　
20
歳
を
迎
え
、
式
典
に
臨
ん
だ
皆
さ

ん
か
ら
「
安
芸
太
田
町
に
恩
返
し
し
た

い
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
安
芸
太

田
町
の
こ
と
を
思

っ
て
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

広報安芸太田　令和７（2025）年　２月号

◆期　　間／2月14日㈮～
　　　　　　2月28日㈮
◆受付時間／8時30分～17時
　（インターネットは24時間受付）

◆設置場所
　役場本庁・各支所・安野出張所
　図書館・各分室・町公式サイト

●問い合わせ先
　企画課
　☎28−1972
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満1歳の誕生日満1歳の誕生日
おめでとうございます。おめでとうございます。
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28この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

　

11
月
24
日
、
戸
河
内
Ｉ
Ｃ

近
辺
の
「
道
の
駅
来
夢
と
ご

う
ち
」
を
発
着
点
と
し
て
、

町
内
の
史
跡
・
名
所
を
巡
る

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
の
生
徒
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
、
山
に
囲
ま
れ
た
町
歩
き

を
楽
し
む
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

　

12
月
14
日
、
山
県
警
察
署

の
一
日
署
長
と
し
て
、
広
島

東
洋
カ
ー
プ
の
選
手
を
お
招

き
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
川
・
森

・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
本
校

の
有
志
生
徒
は
場
内
ア
ナ
ウ

ン
ス
・
詐
欺
犯
罪
防
止
を
テ

ー
マ
と
し
た
ダ
ン
ス
・
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

放
課
後
で
の
練
習
を
重
ね

た
成
果
を
発
揮
し
て
会
場
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

生
徒
も
達
成
感
を
味
わ
え
ま

し
た
。

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

山
県
警
察
署

イ
ベ
ン
ト
参
加

全校生徒が居ながらにして国際交流のできる学校

◆◆GO!GO!加計高通信　第126号◆◆

佐
さ

々
さ

木
き

文
ぶん

太
た

ちゃん

【ニホヘ】
♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

地域の方々の優しい
まなざしに見守られ、

元気に成長しています。
いつも笑顔をありがとう。

　広
ひろ

藤
ふじ

　灯
あかり

ちゃん　

【巴町】
♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

あかりちゃん
1歳のお誕生日おめでとう♥

元気で、笑顔いっぱいの
素敵な子に育ってね！

※掲載にあたって

　は保護者のご了

　解を得ています。


